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憲法闘争の発展をめざす
第6回全国交流集会
◆ 日　程 ０７年１０月４日(木)11：00～17：00

◆ 会　場 全労連会館２階ホール (ＪＲ御茶ノ水駅徒歩８分)
◆ 主　催 憲法改悪反対共同センター

参院選挙で与党が大敗した根本の原因は、教育基本法の改悪、防衛省昇格、改憲手続法の強行など憲法改悪に向けて暴走する安倍政権へのノーの審判でした。

ところが、安倍首相は「基本方向は間違っていない」と開き直り、「任期中の改憲」に固執しています。今回の「全国交流集会」は、政治の新たな変化のもとで憲法闘争の飛躍と前進をはかる重要な意思統一の場になります。いまこそ、「改憲反対」の住民過半数世論の結集にむけ本格的に踏み出し、”靖国派”の改憲策動にストップをかける政治的力関係と運動を作り出すために全力をあげましょう。

<主なプログラム>                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ 連帯あいさつ　日本共産党  笠井亮衆議院議員(予定)       　　 

■ 講　　演　　　川村俊夫　憲法会議代表幹事　　　   

■ 基調報告　　　今井文夫　全労連常任幹事           

■ 特別報告　　　全国の特徴的な取り組みの教訓　                             

■ 会場発言　　　自由討論
<参加に当たってのお願い>・・・希望者は事前に下記へ申し込んでください　

　℡０３－５８４２－５６１１　Fax０３－５８４２－５６２０ (担当:高山)                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆ 秋田　家族連れ、カップルが次々署名
8月19日（日）12時～13時、定例の『9の日行動』を行い7人が参加しました。高校生はすでに夏休みが空け、その分前回よりは人通りが少なかったものの、子どもをつれたお母さんや、若いカップルなどが次々に署名、1時間で131筆が集まりました。参院選後は2回連続で100筆を超える署名集約です。
「今日は若い人たちがよく話を聞いてくれた」「安倍首相の『美しい国』発言への反発は大きい」など参加された皆さんの感想からも、署名数が多かっただけでなく、対話も活発に行われたことが裏付けられます。・・・「戦争反対て、常識ジャン」「常識が通用しねえから苦労してんだよ」小学生の男の子と、お父さんの会話が印象的でした。
次回の「9の日行動」は29日（水）12時～13時、秋田駅前ポポロードです。
◆　群馬・利根沼田で自治体決議運動
群馬県・利根沼田共同センターは、８月１１日の運営委員会で参院選の結果、自民党、公明党の政権与党が過半数割れになる新しい政治の流れが生まれたことに確信を持ち、改憲反対の大きな運動をつよめようと意思統一。具体的には、①統一宣伝活動の月毎の責任団体、②財政の確立、③「憲法を守り生かそう」ステッカーの張り出し、④署名推進のためのリーフレットの購入と頒布、⑤９月議会に対して「憲法九条を守る」決議運動、⑥憲法学習の検討などを決めました。

住民過半数をめざす署名の取り組みでは、利根沼田地域全体で１０．６％、中でも新治地域では２２．７％、９２４０人の署名が集約されています。

共同センターは、住民過半数の運動を飛躍させるために各地方議会で「憲法九条を守る」決議を採択する要請行動を積極的に取り組むことにしています。

なお、共同センターは民商、利根労、農民連、平和委員会、保健生協、新婦人、日本共産党で構成しています。

◆ 大阪　憲法９条を守り、生かす政治の流れをつくろう！！９月５日の「出発集会」、９月９日は全ターミナル宣伝を成功させよう！

憲法改悪を旗印とした自民・公明政治に代わる新しい政治を国民が模索し始めた新たな政治情勢のもと、憲法９条を守り抜く府民過半数世論の結集をやりとげること、そのために９月５日「秋のたたかい出発集会」を成功させ、９月９日には、全ターミナル宣伝を旺盛にくり広げることが、いよいよ重要になっています。
■ 「安倍改憲路線ノー、平和の声をひろげよう」　８．９府下で一斉宣伝　　

　淀屋橋での大阪憲法会議・共同センターの宣伝には、１０団体、２７名が参加。「安倍内閣を退陣に追い込み、憲法改悪の策動をやめさせよう」、「憲法を変えて自衛隊が海外に戦争しにいくなど、とんでもない時代錯誤の考え」と訴えました。

　８月９日を中心とする宣伝行動は、府下９０ヶ所をこえて取り組まれ、若い人の反応がよいとの声があちこちで聞かれました。

■ 高槻　通り過ぎた人が、戻ってきて署名

　「高槻憲法と平和を守る会」では、ＪＲ高槻駅南、ＪＲ摂津富田駅北、阪急上牧駅の３ヶ所で実施。長崎原爆投下の日でもあり、参院選結果とともに「被爆国の政府としてなすべきこと」を訴え、全体でビラ６００枚がはけ、署名も４６名集まりました。

対話の中では、「民主党は改憲をいっている。選挙に勝っても憲法問題では安心できない」との声が数名から。「子どものとき『はだしのゲン』を読んだ」といって署名した若い人もいました。

■ 西成区　「９条の会」が集まって交流会をしました

　８月６日、西成区では２つの地域と３つの職場「９条の会」が集まり、活動交流会を行いました。「９条看板で近所の人にアピール」、「毎月９の日の駅頭宣伝を絶やさない」、「おむかえミニ学習会など、保育の現場で保護者を巻き込む運動を」、「日本の青空の上映運動ができたら」など、住民のなかで憲法守る多数派をどうつくるか、活発な意見が交わされました。

■ 寝屋川　高校野球の応援にきた高校生が快く署名

　「寝屋川憲法を守る会」は、寝屋川市駅東口、西口で１８名が参加して宣伝。４６名の署名を集めました。鹿児島県と兵庫県から高校野球の応援できていた高校生をはじめ、若い人がたくさん署名してくれました。

　ビラの受け取りもよく、「安倍内閣はあまりにもやりすぎ」という気持ちがあり、若い人の間でも、「強引な改憲にストップを」という関心が高まっていることが実感できました。８月１９日の第９３回ナインデーも元気に取り組みます。

■ 住之江「核はいらない」「今の政治に不満」の声が次々に

　新婦人では８月６日から９日にわたって、府下２２ヶ所で宣伝。住之江や吹田、豊中でも、核兵器や今の政治への不満が話題に。６日の宣伝では、「広島に原爆が落とされた日」とよびかけると、バイクに乗った茶髪の若い男性がにこにこ署名をしてくれるなど、若い人の反応のよさが目立ちました。

◆奈良 大和高田市 毎週水曜日に定例宣伝 

大和高田市平和委員会と土庫病院平和委員会では、５月の国民投票法強行を受けて、「平和憲法を守り抜く」毎週水曜日の定例宣伝とシール投票を継続しています。

８月15日の終戦の日行動で11回目になりました。11回の行動で参加者は86名、ビラ配布約2000枚、署名198筆、シール投票「守る」601票、「変える」38票となっています。

◆ 兵庫 ８/１～６、全県３０ケ所で憲法宣伝

　参議院選挙の結果は、国民の怒りが安倍自公政治に集中しました。その余韻がおさまらない８月１日から６日にかけ、改憲を叫ぶ安倍政権を批判する署名宣伝行動が各地でとりくまれました。
■ 平和と民主主義を進める西宮芦屋の会は、のべ８０００人が参加した８月１、２日西宮市職労盆踊り大会会場で「憲法改悪反対・９条守ろう」の平和コーナーテントを設置、「すみやかに核兵器の廃絶を求める」国連署名とあわせてとりくみました。この盆踊り大会は西宮市職労の主催ですが市役所関係の４組合と地元用海地域の全自治会・防犯協会・民謡協会などが後援しています。市長、市議会議長、教育長なども挨拶にこられ、民謡協会によるそろいの浴衣の踊りは壮観でした。夜店に子どもたちも列をなし、阪神土建労組の工作教室テントも満員でした。「平和コーナーテント」には両日とも３０人ずつが”署名お客さん”を接待、４００筆を超える署名が対話の中で集められました。さらに６日、西宮芦屋の会は阪急西宮北口アクタ回廊で４３人が参加し２８９筆の署名を集めました。
■ 神戸市中央区では、中央区労協と中央区憲法共同センター、中央区革新懇などが８月３日と４日に計１１ケ所で行動。２５団体から１１５名が参加し、それぞれマイクで宣伝し憲法改悪反対の署名を訴えました。
■ 尼崎市ではＪＲ尼崎駅前で２２人の参加で行い、丹有地域では篠山口と三田駅で、東播労協などは明石駅と大久保駅で行動、西播労連、西神戸労連、そして福祉保育労組、ＪＭＩＵ労組もターミナルで行動しました。
■ ８月２３日現在、兵庫県内の憲法署名は２７８,０１６筆、「九条の会」賛同者は１６,８８３名となっています。
　短信･ホットライン　

■ 全労連・女性部の「憲法ハンディノート」

女性は憲法とともに歩む・・・いつもバックに憲法を！

許すな　憲法改悪「戦争する国」づくり！ 

全労連女性部は、先ごろ「憲法ハンディノート」(B６版９３頁)が好評です。

通勤時のハンドバックに携帯すれば、いつでもどこでも「憲法」と「女性の権利」について考え学習し、憲法を守り生かす運動の糧になります。とくに働く女性にとっては必携のノートです。広く活用し、今以上の幸せをつかみたいものです。

○憲法ハンディノートの主な内容

＊日本国憲法全文　　　　＊国連女性差別撤廃条約

＊ILO１５６号条約　　　＊改正男女雇用機会均等法

＊育児・介護休業法要綱　＊労基法母性保護規定

○頒価１冊１００円(送料はご負担願います)

○申し込み問い合わせ先

　 全労連女性部(℡03-5842-5611Fax03-5842-5620)

 　http://www.zenroren.gr.jp/jp/jyosei/index.html
■ 憲法審査会

　憲法審査会は、日本国憲法及び日本国憲法に密接に関連する基本法制について広範かつ総合的に調査を行い、憲法改正原案、日本国憲法に係る改正の発議又は国民投票に関する法律案等を審査する機関です。 
　憲法審査会は、第１６７回国会の召集の日（平成１９年８月７日）から、国会法第１０２条の６の規定に基づき「（衆議院に）設ける」とされていますが、審査会の員数、議事手続等の詳細を定める「衆議院憲法審査会規程（仮称）」が制定されず、委員の選任も行われていません。 
(衆議院憲法審査会)　http://www.shugiin.go.jp/index.nsf/html/index_kenpou.htm
■　憲法９条　改憲に賛成２８．５％　反対７１．５％　(毎日新聞８／１７)
　　女性の「９条改憲反対」８２．９％、男性は５６．４％

ＭＳＮ毎日インタラクティブの「暮らし」のページで「憲法９条　改憲に賛成？反対？－　石田衣良の白黒つけます！！－」の投票を受け付けた結果が発表されています。

憲法９条の改憲賛成は、男性で４３．６％、女性１７．１％、反対は男性５６．４％、女性８２．９％です。(有効回答３０６８、男性１３１８、女性１７５０)
＜年齢、男女別の賛否＞・・・(1)は賛成　(2)は反対
２０代以下男（１）４５．０％（２）５５．０％　

２０代以下女（１）３１．４％（２）６８．６％
２０代男　　（１）４８．９％（２）５１．１％
２０代女　　（１）１７．６％（２）８２．４％
３０代男　　（１）４６．３％（２）５３．７％
３０代女　　（１）１８．８％（２）８１．２％
４０代男　　（１）４３．０％（２）５７．０％
４０代女　　（１）１５．４％（２）８４．６％
５０代男　　（１）３６．０％（２）６４．０％
５０代女　　（１）１２．６％（２）８７．４％
６０代男　　（１）２５．６％（２）７４．４％
６０代女　　（１）１０．８％（２）８９．２％
７０代以上男（１）１８．２％（２）８１．８％
７０代以上女（１）１６．７％（２）８３．３％
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